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祝・成人式

features

●記事訂正について

先月号で掲載いたしました「かわらばん」の「今春の人事異動」で「芦ヶ崎小学校　主事　山口達矢」と掲載しましたが、正しくは「芦ヶ崎小学校

主事　山口竜矢」でした。訂正してお詫び申し上げます。
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式典の
　　流れ

　５月３日、平成11年 4月２日～平成
12年４月１日生まれまでのかたを対象と
した成人式が執り行われました。
　新型コロナウイルス感染症対策のた
め、YouTube でのライブ配信で式典を
実施しました。

開式の辞

祝電披露

津南町議会議長
祝辞

新成人代表あいさつ

閉式の辞恩師と NGT48 大
おおつか

塚七
な な み

海さんからの
サプライズお祝いビデオレター

Zoom を使って町長、同級生との
交流会を行いました。

ビデオメッセージ

津南町長 式辞

Zoom
オンライン交流会

特 

集
Topic



広報 4令和３年５月号

新
成
人
の

新成人代表

金
かね

子
こ

まいな
さん

　

本
日
は
、
私
た
ち
の
た
め
に
こ
の
よ
う
な

式
典
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
さ
ま
ざ

ま
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
中
、
成
人
式

と
い
う
一
つ
の
節
目
を
迎
え
、
こ
う
し
て
同

級
生
と
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
津
南
町
長
は
じ
め
ご

臨
席
の
皆
様
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
が
こ
こ
に
集
い
、
笑
顔
で
成
人
式

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
私
た
ち
を

支
え
励
ま
し
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の

皆
様
が
た
と
先
生
が
た
、
そ
し
て
毎
日
温
か

く
見
守
っ
て
く
れ
た
家
族
の
お
か
げ
で
す
。

本
日
、
無
事
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を

報
告
す
る
と
と
も
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
強

く
持
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
お
伝
え
申

し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
私
は
津
南
町
で
保
育
士
を
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
慣
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
苦
戦

を
し
て
い
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
と
関
わ
る
中
で
、
保
育
の
難
し
さ
を

感
じ
た
り
、責
任
の
大
き
さ
を
感
じ
た
り
と
、

社
会
人
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
毎
日
周
り
の
先
生
が
た
に
助
け
ら

れ
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
出
来
て
い

ま
す
。
津
南
町
が
よ
り
よ
い
町
と
な
る
よ
う

自
分
自
身
が
今
で
き
る
こ
と
を
考
え
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

同
級
生
の
中
に
は
、
大
学
で
自
分
の
目
標

に
向
か
っ
て
勉
強
に
励
ん
で
い
る
人
や
地

元
で
仕
事
を
し
て
い
る
人
、
地
元
を
離
れ
就

職
し
て
毎
日
仕
事
に
努
め
て
い
る
人
も
い

ま
す
。
楽
し
い
こ
と
、
辛
い
こ
と
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
悩
み
、
傷
付
き
な
が
ら
も

一
歩
一
歩
前
進
し
、
こ
れ
か
ら
も
人
と
の
関

わ
り
を
大
切
に
し
、
今
ま
で
自
分
を
支
え
て

く
れ
た
家
族
、
友
達
、
先
生
が
た
、
地
域
の

か
た
が
た
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
自
分
も

誰
か
の
支
え
と
な
れ
る
よ
う
な
立
派
な
社

会
人
な
れ
る
よ
う
に
、
日
々
精
進
す
る
こ
と

を
誓
っ
て
代
表
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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こ
と
ば

新成人代表

藤
ふじ

野
の

 まゆ
さん

　

本
日
、
成
人
を
迎
え
た
私
た
ち
の
門
出
に

対
し
こ
の
よ
う
な
式
典
を
催
し
て
い
た
だ
き

ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
成
人
を
代
表
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
は
今
日
を
無
事
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と

を
嬉
し
く
思
う
と
同
時
に
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
思
い
身
が
引
き
締
ま
る
気
持
ち
で
す
。

成
人
と
し
て
少
し
で
も
胸
を
張
っ
て
い
け

る
よ
う
に
自
覚
と
誇
り
を
し
っ
か
り
持
ち
、

そ
し
て
今
ま
で
助
け
て
く
れ
た
家
族
・
仲
間

に
感
謝
し
恩
返
し
で
き
る
よ
う
に
生
活
し

て
い
こ
う
、
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
今
、
新
潟
大
学
で
微
生
物
の
研
究
を

し
て
い
ま
す
。
津
南
町
の
自
然
・
地
域
の
人

の
温
か
さ
が
大
好
き
で
、
離
れ
て
暮
ら
し
て

い
る
と
余
計
に
良
さ
を
見
つ
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
将
来
、
そ
ん
な
故
郷
の
津
南
町
の

役
に
立
ち
た
い
、
と
い
う
思
い
で
こ
の
進
路

を
選
択
し
ま
し
た
が
、
そ
の
気
持
ち
は
今
も

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
大
学
院
に
進
み
研
究

を
続
け
、
い
つ
か
津
南
町
の
役
に
立
つ
よ
う

な
学
び
を
身
に
つ
け
、
恩
返
し
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
ま
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
日
本
の
み
な
ら
ず
外
国
人
に
も
津
南
町

の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
い
ま

は
英
検
１
級
に
向
け
て
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
を
振
り
返
る
と
長
い
よ
う
で

あ
っ
と
い
う
間
の
20
年
間
だ
っ
た
よ
う
に

思
え
ま
す
。
私
た
ち
は
ま
だ
21
歳
で
す
。
こ

れ
か
ら
可
能
性
は
無
限
大
に
あ
り
ま
す
。
や

り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
な
り
た
い
こ
と
、
自

分
の
気
持
ち
に
正
直
に
歩
み
を
止
め
ず
に

突
き
進
ん
で
行
き
た
い
で
す
。

　

昨
年
は
い
つ
も
以
上
に
深
く
感
謝
を
感
じ

る
１
年
と
な
り
ま
し
た
。
親
元
を
離
れ
て
暮

ら
す
今
、
１
人
で
生
き
て
い
る
気
に
な
り
ま

す
が
、
離
れ
て
い
て
も
支
え
て
く
れ
て
い
る

こ
と
を
身
に
し
み
て
体
感
し
偉
大
さ
を
実
感

し
て
い
る
日
々
で
す
。
今
ま
で
大
切
に
育
て

て
き
て
く
れ
た
家
族
・
関
わ
っ
て
く
れ
た
皆

様
が
い
た
か
ら
今
、
私
た
ち
は
こ
う
し
て
成

人
を
迎
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
決

し
て
忘
れ
ず
胸
に
刻
み
、
こ
れ
か
ら
の
日
々

を
歩
ん
で
い
き
ま
す
。
以
上
で
新
成
人
代
表

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



　

私
は
現
在
、
税
務
町
民
課

で
法
人
税
、
固
定
資
産
税
、

各
種
証
明
書
の
発
行
な
ど
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
お
客
様

に
分
か
り
や
す
く
、
丁
寧
に
ご
案
内
で

き
る
よ
う
日
々
研
修
し
、
思
い
や
り
と

責
任
を
も
っ
て
業
務
を
行
う
こ
と
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

　

津
南
町
で
は
、
職
員
の
経
験
と
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
感
覚
を
活
か
し
て
、
住
民

の
皆
様
の
生
活
の
土
台
を
作
り
、
安
心

安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
津
南
町
の
希
望
と
未

来
を
一
緒
に
支
え
て
い
く
仕
事
を
し

ま
せ
ん
か
？ ～

令
和
４
年
度
４
月
津
南
町
職
員
募
集
～

津
南
町
の「
未
来
」を
創
る
仕
事
、

　

あ
な
た
も
そ
の
一
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

税務町民課税務班

涌
わく

井
い

 美
み

久
く

里
り

さん（入庁２年目）

職員の声

　

令
和
４
年
４
月
に
採
用
す
る
津
南
町
職
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

職
種
及
び
採
用
予
定
人
数

【
第
１
回
職
員
採
用
試
験
】

⑴
一
般
事
務
（
大
学
卒
業
程
度
）	

若
干
名

⑵
土
木
技
師
（
大
学
卒
業
程
度
）	

１
名
程
度

⑶
保
育
士	

若
干
名

⑷
保
健
師	

１
名
程
度

⑸
看
護
師
（
准
看
護
師
含
む
）	

若
干
名

⑹
診
療
放
射
線
技
師	

１
名
程
度

【
第
２
回
職
員
採
用
試
験
】

⑴
一
般
事
務
（
高
校
卒
業
程
度
）	

	

若
干
名

	

（
社
会
人
経
験
対
象
）	１
名
程
度

	

（
障
害
者
対
象
）	

１
名
程
度

⑵
土
木
技
師
（
高
校
卒
業
程
度
）	

１
名
程
度

⑶
社
会
福
祉
士	

１
名
程
度

⑷
管
理
栄
養
士	

１
名
程
度

※
第
２
回
職
員
採
用
試
験
の
受
験
資
格
、
試

験
日
時
及
び
会
場
、
受
験
申
込
に
つ
い
て

は
、
７
月
５
日
号
お
知
ら
せ
版
に
掲
載
予

定
で
す
。

１
、
受
験
資
格

⑴
一
般
事
務
（
大
学
卒
業
程
度
）

　

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
学
校
教
育

法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。）
を

卒
業
ま
た
は
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
者

⑵
土
木
技
師
（
大
学
卒
業
程
度
）

　

昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学

を
除
く
。）
の
土
木
の
専
門
課
程
を
履
修
ま

た
は
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
に
履
修
見
込

み
の
者

⑶
保
育
士

　

昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

で
、
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
者
、
ま
た
は

令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
に
同
資
格
取
得
見

込
み
の
者

⑷
保
健
師

　

昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

で
、
保
健
師
の
資
格
を
有
す
る
者
、
ま
た
は

第
１
回
職
員
採
用
試
験
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令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
に
同
資
格
取
得
見

込
み
の
者

⑸
看
護
師
（
准
看
護
師
含
む
）

　

昭
和
46
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

で
、
看
護
師
等
の
資
格
を
有
す
る
者
、
ま
た

は
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
に
同
資
格
取
得

見
込
み
の
者

⑹
診
療
放
射
線
技
師

　

昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

で
、診
療
放
射
線
技
師
の
資
格
を
有
す
る
者
、

ま
た
は
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
に
同
資
格

取
得
見
込
み
の
者

⑺
ど
の
職
種
と
も
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

・
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
（
看
護
師
、

准
看
護
師
を
除
く
）

・
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行

が
終
わ
る
ま
で
、
ま
た
は
執
行
を
受
け
る

こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

・
津
南
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を

受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過

し
な
い
者

・
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
、

日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し
た

政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す

る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た

は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

２
、
試
験
日
時
及
び
会
場

⑴
第
１
次
試
験

一
般
事
務（
大
学
卒
業
程
度
）・
土
木
技
師（
大

学
卒
業
程
度
）・
保
育
士
・
保
健
師

①
対
象
者

　

一
般
事
務
（
大
学
卒
業
程
度
）、
土
木
技

師
（
大
学
卒
業
程
度
）、
保
育
士
、
保
健
師
、

の
受
験
申
込
者

②
期
日　

７
月
11
日
㈰

③
試
験
場

　

津
南
町
役
場

　

新
潟
県
中
魚
沼
郡
津
南
町
大
字
下
船
渡
戊

　

５
８
５
番
地

④
試
験
の
方
法

ア　

地
方
公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
的

知
識
及
び
知
能
に
つ
い
て
教
養
試
験

と
し
て
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を

行
い
ま
す
。

イ　

専
門
知
識
及
び
能
力
に
つ
い
て
択
一
式

に
よ
る
筆
記
試
験
を
行
い
ま
す
。

ウ　

択
一
式
に
よ
る
性
格
特
性
検
査
を
行
い

ま
す
。

㊟
教
養
試
験
及
び
専
門
試
験
の
科
目
別
の
出

題
分
野
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
教
養
試
験

　

時
事
、
社
会
・
人
文
、
自
然
に
関
す
る
一

般
知
識
及
び
文
章
理
解
、
判
断
・
数
的
推
理
、

資
料
解
釈
に
関
す
る
能
力
を
問
う
問
題

・
専
門
試
験

○
一
般
事
務
（
大
学
卒
業
程
度
）

　

政
治
学
、
行
政
学
、
憲
法
、
行
政
法
、
民

法
、
経
済
学
、
財
政
学
、
社
会
政
策
及
び
国

際
関
係

○
土
木
技
師
（
大
学
卒
業
程
度
）

　

数
学
・
物
理
、
応
用
力
学
、
水
理
学
、
土

質
工
学
、
測
量
、
土
木
計
画
（
都
市
計
画
を

含
む
。）
及
び
材
料
・
施
工

○
保
育
士

　

社
会
福
祉
、
児
童
家
庭
福
祉
（
社
会
的
養

護
を
含
む
。）、
保
育
の
心
理
学
、
保
育
原
理
、

保
育
内
容
及
び
子
ど
も
の
保
健
（
精
神
保
健

を
含
む
。）

○
保
健
師

　

公
衆
衛
生
看
護
学
、
疫
学
、
保
健
統
計
学

及
び
保
健
医
療
福
祉
行
政
論

⑤
合
格
発
表

　

８
月
上
旬
に
決
定
し
、
受
験
者
全
員
に
結

果
を
通
知
し
ま
す
。

⑵
第
２
次
試
験
（
面
接
試
験
）

①
対
象
者

　

一
般
事
務
（
大
学
卒
業
程
度
）、
土
木
技

師
（
大
学
卒
業
程
度
）、
保
育
士
、
保
健
師

の
第
１
次
試
験
合
格
者

②
期
日
等

　

８
月
下
旬
に
津
南
町
役
場
で
実
施
す
る
予

定
で
す
。
試
験
の
日
時
、
場
所
等
に
つ
い
て

は
、
決
定
次
第
対
象
者
に
通
知
し
ま
す
。

⑶
面
接
試
験

①
対
象
者

　

看
護
師
（
准
看
護
師
含
む
）、
診
療
放
射

線
技
師
の
受
験
申
込
者

②
期
日
等　

　

８
月
下
旬
に
町
立
津
南
病
院
で
実
施
す
る

予
定
で
す
。
試
験
の
日
時
、
場
所
等
に
つ
い

て
は
、
決
定
次
第
対
象
者
に
通
知
し
ま
す
。

３
、
受
験
申
込
期
間
及
び
場
所

⑴
申
込
期
間

　

５
月
21
日
㈮
～
６
月
11
日
㈮

㊟
１　

郵
送
の
場
合
は
、
６
月
11
日
必
着
分

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

２　

持
参
の
場
合
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
（
た
だ
し
、

土
・
日
曜
日
及
び
祝
祭
日
を
除
き
ま

す
。）
受
け
付
け
ま
す
。

⑵
申
込
場
所

　

津
南
町
役
場　

総
務
課

４
、
受
験
手
続

⑴
申
込
書
の
請
求
先

　

津
南
町
役
場　

総
務
課
総
務
班

　

〒
９
４
９
‐
８
２
９
２

　

新
潟
県
中
魚
沼
郡
津
南
町
大
字
下
船
渡
戊

　

５
８
５
番
地

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２
（
内
線
２
２
２
）

※
津
南
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
様
式
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

⑵
申
込
方
法

　

受
験
申
込
書
に
所
要
事
項
を
記
入
、
押
印

し
、写
真
（
縦
４
㎝
、横
３
㎝
）
１
枚
を
貼
り
、

他
に
２
枚
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

総
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２
（
内
線
２
２
２
）
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か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

事
業
者
向
け
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
検
査
費
用
補
助

「
人
権
相
談
委
員
」再
任

６
月
１
日
は「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

津
南
町
飲
食
店
等
経
営
安
定
化

支
援
事
業
給
付
金

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
貸
出
し
ま
す

　

町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
唾
液
P
C
R
検
査
を
自
主
的
に

実
施
し
た
企
業
に
対
し
、
検
査
費
用
の
一
部

を
補
助
い
た
し
ま
す
。

■
補
助
金
額

　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
２
月

28
日
ま
で
に
実
施
し
た
民
間
の
検
査
機
関
に

よ
る
唾
液
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
う
際
に
要
す
る

費
用
（
税
抜
き
）
の
２
分
の
１
の
額
と
し
、
１

検
体
あ
た
り
８
，０
０
０
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

ま
た
、
事
業
所
の
従
業
員
数
に
よ
り
、
補
助

対
象
と
な
る
検
体
数
に
上
限
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
方
法

　

必
要
書
類
を
持
参
ま
た
は
郵
送
で
提
出
く

だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

必
要
書
類
の
取
得
や
補
助
対
象
要
件
等
の

詳
細
に
つ
い
て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
観
光
地
域
づ
く
り
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

を
受
け
た
人
権
問
題
に
関
す
る
「
あ
な
た
の

街
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
」
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
４
月
１
日
付
け
で
山や

ま

田だ

隆り
ゅ
う

一い
ち

委
員
、本も

と

山や
ま

佐さ

利と
し

委
員
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
津
南
町
の
人
権
擁
護
委
員
さ
ん
は
次

の
４
名
の
か
た
で
す
。

〇
髙た

か

橋は
し

芳よ
し

子こ

さ
ん
（
十
二
ノ
木
）

〇
山や

ま

田だ

隆り
ゅ
う

一い
ち

さ
ん
（
芦
ケ
崎
）

〇
本も

と

山や
ま

佐さ

利と
し

さ
ん
（
反
里
）

〇
小こ

林ば
や
し

幸ゆ
き

枝え

さ
ん
（
船
山
）

　

６
月
１
日
は
、
昭
和
24
年
に
人
権
擁
護
委

員
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
す
る
「
人

権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す
。

　

十
日
町
地
域
の
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で

は
、「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
に
ち
な
ん
で
、

各
地
で
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
随

時
人
権
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

差
別
や
い
じ
め
な
ど
人
権
問
題
に
関
す
る
悩

み
ご
と
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
何
で
も
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
問
題
に
関
す
る

「
あ
な
た
の
街
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
」と
し
て
、

人
権
啓
発
や
人
権
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
悩

み
ご
と
の
あ
る
か
た
は
お
気
軽
に
何
で
も
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

　

新
潟
地
方
法
務
局

　

十
日
町
支
局

　

℡
７
５
２
‐
２
５
７
５

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
令
和
元
年
と
令
和
２
年
の
事
業
収

入
を
比
較
し
50
万
円
以
上
減
少
し
た
飲
食

店
等
を
対
象
と
し
た
給
付
金
の
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。

　

支
給
対
象
な
ど
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
対
象
事
業
者

　

飲
食
業
・
宿
泊
業
・
飲
食
店
に
食
材
、
酒

等
を
卸
す
卸
売
業
・
タ
ク
シ
ー
、
代
行
業

■
給
付
金
額　

上
限
30
万
円

■
申
請
方
法

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
、
添
付
書
類
を
添
え
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
※
郵
送
提
出
可
。

■
申
請
期
限　

10
月
31
日
㈰

■
お
問
い
合
わ
せ

　

観
光
地
域
づ
く
り
課　

商
工
観
光
班

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

■
申
請
期
限　

令
和
４
年
３
月
４
日
㈮

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

観
光
地
域
づ
く
り
課　

商
工
観
光
班

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

　

津
南
町
観
光
協
会
で
は
、
電
動
ア
シ
ス
ト

付
き
自
転
車
の
貸
出
し
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
坂
の
多
い
津
南
町
で
す
が
、
電
動
ア
シ

ス
ト
で
楽
に
登
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
般
観
光
客
へ
の
貸
出
し
は
１
日
２
，

８
０
０
円
で
す
が
、
町
民
へ
の
特
別
価
格
と

し
て
１
日
１
，
０
０
０
円
で
貸
出
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

最
大
４
台
貸
出
し
で
き
ま
す
の
で
、
家
族

や
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
も
ご
利
用
可
能
で
す
。

　

な
お
、
適
応
身
長
が
１
５
５
㎝
以
上
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
観
光
協
会

　

℡
７
６
５
‐
５
５
８
５

く
ら
し

相
　
談
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子
育
て
支
援
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
町
営
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。
入
居
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
美
雪
町　

２
戸
】

　

平
成
25
年
建
設　

木
造
２
階
建

　

79
㎡
／
２
間
（
洋
室
１
・
和
室
１
）
／

　

Ｄ
Ｋ
／
ト
イ
レ
／
浴
室

【
大
船
町
営
住
宅　

２
戸
】

　

平
成
29
年
建
設　

中
層
耐
火
４
階
建

　

69
㎡
／
３
間
（
洋
室
３
）
／
Ｄ
Ｋ
／

　

ト
イ
レ
／
浴
室

■
家
賃　

所
得
に
応
じ
て
設
定

■
敷
金　

家
賃
１
か
月
分

■
入
居
資
格

①
原
則
と
し
て
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と
。

②
世
帯
全
員
の
所
得
が
１
か
月
15
万
８
千
円

以
下
で
あ
る
こ
と
。

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
（
住
む
所
に

困
っ
て
い
る
）
こ
と
が
明
ら
か
な
こ
と
。

④
税
金
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

■
申
込
方
法　
「
町
営
住
宅
入
居
申
込
書
」

（
建
設
課
土
木
班
に
用
意
）
を
提
出
し
、
そ

の
場
で
担
当
職
員
と
面
接
。

■
申
込
期
間　

５
月
20
日
㈭
～
６
月
18
日
㈮

■
入
居
日　

７
月
上
旬
ご
ろ

■
選
考
方
法　

選
考
委
員
の
意
見
を
聞
い

て
、
町
長
が
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

土
木
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

む
し
歯
の
な
か
っ
た
子

　

３
歳
児
健
康
診
査
で
、
む
し
歯
の
な
か
っ

た
お
子
さ
ん
は
次
の
か
た
が
た
で
す
。

●
１
月
14
日
実
施

住
所

氏
名

小
下
里

大お
お

倉く
ら　

健た
け

瑠る

外
丸
１
区

瀧た
き

澤ざ
わ　

永の

愛あ

割
野
３
区

上か
み

村む
ら　

　

紬つ
む
ぎ

割
野
３
区

上か
み

村む
ら　

　

結ゆ
い

大
割
野
５
‐
４

武た
け

田だ　

珠み

李り

相
吉
３
区

涌わ
く

井い　

陸り
く

斗と

小
下
里

城じ
ょ
う

沢ざ
わ　

彩さ

月つ
き

宮
野
原

島し
ま

田だ　

朝あ
さ

陽ひ

●
３
月
10
日
実
施

住
所

氏
名

押
付

瀧た
き

澤ざ
わ　
　

要よ
う

上
段

北き
た

村む
ら　
　

康こ
う

十
二
ノ
木
１
区
髙た

か

橋は
し　

瑞み
ず

生き

陣
場
下
５
区

グ
リ
フ
ィ
ス　

森し
ん

晴せ
い

朴
木
沢

半は
ん

戸ど　
　

津り
つ

　

引
き
続
き
家
族
で
む
し
歯
予
防
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

健
　
康

募
　
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
で
は
、
次
の
通
り
子
育
て
支
援
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
入
居
を
希
望
さ
れ

る
か
た
は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
外
丸
子
育
て
支
援
住
宅　

１
戸
】

　

外
丸
丙
１
１
５
８
番
地
９

　

木
造
２
階
建　

２
Ｄ
Ｋ

■
家
賃　

１
か
月　

一
律
２
万
円

■
敷
金　

家
賃
２
か
月
分

■
入
居
資
格

①
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
ま
た

は
、
母
子
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
世
帯
。

②
現
に
町
内
に
居
住
し
て
い
る
か
、
ま
た
は

津
南
町
に
定
住
を
希
望
し
、
入
居
後
速
や

か
に
子
育
て
支
援
住
宅
の
住
所
に
移
転
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
。

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な
こ
と
。

④
税
金
な
ど
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑤
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と
。

■
申
込
方
法　
「
子
育
て
支
援
住
宅
入
居
申

込
書
」（
建
設
課
土
木
班
に
用
意
）を
提
出
し
、

そ
の
場
で
担
当
職
員
と
面
接
。

■
申
込
期
間　

５
月
20
日
㈭
～
６
月
18
日
㈮

■
入
居
可
能
予
定
日　

７
月
上
旬
ご
ろ

■
選
考
方
法　

選
考
委
員
の
意
見
を
聞
い

て
、
町
長
が
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

自
然
保
護
に
関
す
る
看
板
の
設
置

　

自
然
豊
か
な
苗
場
山
麓
に
は
、
希
少

な
動
植
物
が
生
育
し
て
い
ま
す
。
昨
今
、

そ
の
希
少
生
物
の
採
取
を
目
的
と
す
る

県
外
ナ
ン
バ
ー
の
車
を
見
か
け
る
と
い

う
連
絡
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
よ
っ
て
ジ

オ
パ
ー
ク
推
進
室
で
は
、
そ
の
現
状
を

危
惧
し
、
左
の
よ
う
な
看
板
を
設
置
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
住
民

の
皆
様
が
ご
家
庭
で
食
べ
ら
れ
る
山
菜

な
ど
に
は
当
て
は
ま
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

津
南
町
・
栄
村
の
調
査
員
も
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
住
民
が

一
体
と
な
っ
て
、
こ
の
美
し
く
尊
い
苗

場
山
麓
の
自
然
を
未
来
の
子
ど
も
達
に

残
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

℡
７
６
５
‐
１
６
０
０

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

土
木
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６
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津南町
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歯
と
口
は
食
べ
る
こ
と
、
話
す
こ
と
な
ど
、
健
康
で
ゆ
た
か
な
毎
日

を
支
え
る
大
事
な
器
官
の
ひ
と
つ
で
す
。
毎
日
の
歯
み
が
き
や
生
活
習

慣
を
見
直
す
こ
と
で
、
病
気
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

歯
と
口
を
守
る
強
い
味
方
「
歯
科
健
診
」

　

皆
さ
ん
は
、
最
後
に
歯
科
健
診
を
受
け
た

の
は
い
つ
で
す
か
？

　

子
ど
も
の
頃
は
保
育
園
や
学
校
で
受
け
ら

れ
て
い
た
歯
科
健
診
で
す
が
、
大
人
に
な
る

と
個
人
で
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
忙
し
い
か
ら
後
に
し
よ
う
」「
痛
く
な
っ

た
ら
行
け
ば
い
い
」
と
思
っ
て
い
る
か
た
は

要
注
意
で
す
。

　

歯
を
失
う
主
な
原
因
は「
む
し
歯
」と「
歯

周
病
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
む
し
歯
や
歯

周
病
の
初
期
は
自
覚
症
状
が
な
く
気
づ
き
に

く
い
た
め
、
放
置
さ
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

定
期
的
に
歯
科
医
院
で
歯
科
健
診
を
受
け
る

こ
と
で
、
歯
や
歯
ぐ
き
の
異
常
に
早
く
気
付

く
こ
と
が
で
き
、
早
い
段
階
で
処
置
ま
た
は

予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
他
に
も

歯
み
が
き
の
仕
方
、
歯

の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
、

歯
と
口
の
健
康
に
役
立

つ
知
識
や
技
術
も
教
え

て
も
ら
え
ま
す
。

成
人
の
た
め
の
「
歯
周
病
検
診
」

　

津
南
町
で
は
、
成
人
の
た
め
の
「
歯
周
病

検
診
」
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【 

対
象
者 
】

　

40
歳
、
50
歳
、
60
歳
、
70
歳
（
令
和
４
年

３
月
31
日
現
在
年
齢
）
の
町
民

【 

期　

間 

】

　

個
別
に
随
時
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
今
年

度
対
象
の
か
た
は
、
令
和
４
年
２
月
末
ま
で

に
検
診
を
受
診
く
だ
さ
い
。

【 

費　

用 

】

　

検
診
は
無
料
で
す
が
、
そ
の
後
治
療
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
は
、
通
常
の
歯
科
診
療
費

が
か
か
り
ま
す
。

【 

方　

法 

】

　

案
内
通
知
と
受
診
券
が
届
い
た
か
た
は
、

左
記
の
歯
科
医
院
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
津
南
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
村
山
歯
科
医
院

・
ナ
カ
ジ
マ
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ジ
オ

６
月
４
日
〜
10
日
は「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」で
す

い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
！

　
　

〜
歯
と
口
の
ケ
ア
を
は
じ
め
よ
う
〜

〜はじめよう！毎日のセルフケア〜

〜歯・口を守るライフスタイル〜

むし歯や歯周病の予防は、歯みがきが基本です。歯みがきは1日2回以上（毎食後＋寝る前が理想です。）

歯間ブラシやデンタルフロス、糸ようじなども活
用して、歯と歯のすき間に隠れた歯垢をしっかり
取り除きましょう。

★規則正しく、バランスよく食べましょう
栄養バランスのとれた食事で歯と心身
の健康を保ちましょう。よく噛んで「だ液」
を出すことも大切です。

★疲労やストレスをためない
質のよい睡眠や運動など自分なり
の方法で解消しましょう。

★自分に合った運動を
　見つけましょう

適度な運動は、ストレス解消、病気に
対する抵抗力も強くなります。

★禁煙
禁煙は、口の中の病気を予防・治療
のもっとも有効な対策のひとつです。

①えんぴつを持つような手で歯ブラシを軽く持ちます。
②表側の歯は歯ブラシを直角に、裏側は歯と歯ぐきの境

目に向けて斜め（45度）にあてる。
③10 ～ 20回程度、あまり強く

あてずに細かく振動させる
ように動かします。

歯みがきの基本 すき間をきれいに

今月は
桑原 世奈

栄養士
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2
0
2
0
年
４
月
か
ら
、
健
康
増
進
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
全
面
施
行
さ
れ
、

従
来
よ
り
も
さ
ら
に
多
く
の
施
設
が
禁
煙
と

な
り
、
喫
煙
者
に
と
っ
て
肩
身
の
狭
い
時
代

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、
禁
煙

に
対
す
る
関
心
が
芽
生
え
て
き
た
か
た
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

今
回
は
、
禁
煙
の
ポ
イ
ン
ト
・
コ
ツ
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
禁
煙
を
考
え
て
い
る

か
た
は
、
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
ポ
イ
ン
ト
①

　
『
何
度
失
敗
し
て
も
良
い
！
』

　

禁
煙
を
始
め
る
時
、「
も
う
一
生
吸
わ
な

い
！
」
と
思
わ
な
く
て
大
丈
夫
で
す
。
初
め

か
ら
長
期
的
な
目
標
を
掲
げ
て
も
、
途
中
で

疲
れ
て
し
ま
い
、
失
敗
し
た
時
の
ダ
メ
ー
ジ

も
大
き
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
禁
煙
は
失

敗
を
恐
れ
ず
、「
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み
よ

う
」
と
気
楽
な
気
持
ち
で
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

禁
煙
を
生
涯
成
功
さ
せ
て
い
る
人
の
多
く
は
、

何
度
か
の
失
敗
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
失

敗
を
重
ね
る
な
か
で
、
な
に
が
悪
か
っ
た
の

か
を
学
び
、
自
分
に
合
っ
て
い
る
方
法
が

徐
々
に
わ
か
っ
て
き
ま
す
。「
失
敗
は
成
功

の
も
と
」、
恐
れ
ず
に
何
度

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ポ
イ
ン
ト
②

　
『
事
前
に
イ
メ
ー
ジ

　
　
　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
！
』

　

禁
煙
は
、
開
始
し
て
２
～
３
日
を
ピ
ー
ク

に
、
離
脱
症
状
が
現
れ
ま
す
。
そ
の
後
個
人

差
は
あ
り
ま
す
が
、
症
状
は
緩
や
か
に
10
～

14
日
頃
ま
で
続
き
ま
す
。
開
始
後
数
日
間
は
、

「
た
ば
こ
が
吸
い
た
い
！
」
と
い
う
気
持
ち

が
一
日
に
何
回
も
出
現
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
「
た
ば
こ
を
吸
い
た
い
」
と
い
う

欲
求
は
、
一
日
中
続
く
わ
け
で
は
な
く
、
長

く
続
い
て
も
３
～
５
分
で
す
。
禁
煙
を
始
め

る
前
準
備
と
し
て
、
自
分
が
た
ば
こ
を
吸
い

た
く
な
る
場
面
を
書
き
だ
し
、
そ
の
時
に
た

ば
こ
の
代
わ
り
に
な
る
も
の
や
行
動
は
何
か

考
え
て
お
く
こ
と
で
、
急
な
喫
煙
欲
求
に
も

対
処
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
朝
起
き
て
す
ぐ
吸
い
た
く
な

る
」
場
合
な
ら
、
代
わ
り
に
「
す
ぐ
に
顔
を

洗
う
」
行
動
や
、「
お
酒
と
一
緒
に
吸
い
た

く
な
る
」
場
合
な
ら
ば
、「
お
水
を
用
意
し
て
、

吸
い
た
く
な
っ
た
ら
水
を
飲
む
」な
ど
、色
々

試
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
試
し
て
み
て
効
果
が

な
け
れ
ば
、
他
の
方
法
を
考
え
て
試
す
、
こ

れ
を
繰
り
返
し
、
自
分
に
合
っ
た
対
処
法
を

探
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◆
ポ
イ
ン
ト
③

　
『
で
き
た
ら
褒
め
る
！
』

　

自
分
を
褒
め
る
こ
と
は
、
禁
煙
の
自
信
向

上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
信
が
向

上
す
る
こ
と
で
禁
煙
の
継
続
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
一
日
で
も
禁
煙
が
で
き
た
ら
「
一
日

中
禁
煙
で
き
た
、
自
分
っ
て
す
ご
い
！
」
と

褒
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
禁
煙
で
浮

い
た
た
ば
こ
代
で
、
禁
煙
３
か
月
・
６
か
月

と
い
う
節
目
に
ご
褒
美
を
買
う
こ
と
も
よ
い

で
す
。
ど
ん
な
ご
褒
美
に
す
る
か
考
え
な
が

ら
過
ご
す
と
、
吸
い
た
い
気
持
ち
が
吹
き
飛

ん
で
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◆
ポ
イ
ン
ト
④

　
『
医
療
の
力
を
借
り
よ
う
！
』

　

禁
煙
を
成
功
さ
せ
て
く
れ
る
強
力
な
サ

ポ
ー
タ
ー
が
「
禁
煙
補
助
薬
」
で
す
。
薬
局

や
薬
店
で
は
、
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
や
ニ
コ
チ
ン

パ
ッ
チ
な
ど
が
購
入
で
き
ま
す
。
ま
た
、
禁

煙
外
来
な
ど
医
師
の
力
を
借
り
て
、
禁
煙
に

取
り
組
む
こ
と
も
と
て
も
有
効
な
手
段
で
す
。

薬
や
医
師
の
力
を
借
り
る
こ
と
で
、
自
分
が

思
っ
て
い
る
よ
り
ず
っ
と
ラ
ク
に
禁
煙
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

 

会
社
や
職
場
全
体
で
健
康
づ
く
り
に

　
　
　

取
り
組
み
ま
せ
ん
か
？

『
に
い
が
た
健
康
経
営
推
進
企
業 

  

登
録
制
度
』
に
つ
い
て
ご
紹
介

　

新
潟
県
で
は
、
従
業
員
等
の
健
康
づ

く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
等
を

「
に
い
が
た
健
康
経
営
推
進
企
業
」
と

し
て
登
録
し
、
そ
の
取
り
組
み
を
支
援

す
る
こ
と
に
よ
り
、
働
く
世
代
の
健
康

づ
く
り
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

登
録
企
業
に
は
知
事
名
で
登
録
証
を

交
付
す
る
ほ
か
、
健
康
づ
く
り
活
動
補

助
金
の
交
付
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
優
秀
な

取
り
組
み
を
し
た
企
業
に
は
、
県
か
ら

表
彰
が
あ
り
、
表
彰
さ
れ
た
企
業
の
イ

メ
ー
ジ
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
は
、
①
喫

煙
・
飲
酒
②
健
（
検
）
診
③
栄
養
・
食

生
活
④
身
体
活
動
・
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ

⑤
歯
・
口
腔
の
健
康
⑥
こ
こ
ろ
の
健
康
の

６
分
野
か
ら
選
択
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
だ
登
録
し
て
い
な
い

企
業
の
皆
さ
ん
、
こ
の
機

会
に
登
録
し
、
企
業
全
体

で
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
詳
し

く
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

「
つ
ら
い
禁
煙
」に
な
ら
な
い
た
め
に

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
／
５
月
31
日
～
６
月
６
日
は
禁
煙
週
間

今月は
滝沢 琴音

保健師
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LETTER

国

だ
よ
り

○
給
付
の
制
度
に
つ
い
て　

福
祉
保
健
課
保
険
班　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

○
保
険
料
に
つ
い
て　
　
　

税
務
町
民
課
税
務
班　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

■
お
問
い
合
わ
せ

＜令和３年度の所得段階と保険料＞
所得段階 対象者 年間保険料

第１段階
本人が生活保護受給者または老齢福祉年金の
受給者で、世帯全員が住民税非課税かつ本人
年金収入等 80 万円以下

23,040 円
（基準額× 0.3）

第２段階 世帯全員が住民税非課税かつ本人年金収入等
80 万円超 120 万円以下

38,400 円
（基準額× 0.5）

第３段階 世帯全員が住民税非課税かつ本人年金収入等
120 万円超

53,760 円
（基準額× 0.7）

第４段階 本人が住民税非課税（世帯に課税者がいる）かつ
本人年金収入等 80 万円以下

69,120 円
（基準額× 0.9）

第５段階 本人が住民税非課税（世帯に課税者がいる）かつ
本人年金収入等 80 万円超

76,800 円
（基準額）

第６段階 本人が住民税課税者かつ合計所得 120 万円未満 92,160 円
（基準額× 1.2）

第７段階 本人が住民税課税者かつ合計所得
120 万円以上 210 万円未満

99,840 円
（基準額× 1.3）

第８段階 本人が住民税課税者かつ合計所得
210 万円以上 320 万円未満

115,200 円
（基準額× 1.5）

第９段階 本人が住民税課税者かつ合計所得
320 万円以上

130,560 円
（基準額× 1.7）

引き上げ後

令和２年度

国民健康保険料
●医療分保険料
	 61,000円
●後期高齢者支援金分
　保険料
	 22,500円
●介護分保険料
	 24,800円

令和３年度

国民健康保険料
●医療分保険料
	 64,000円
●後期高齢者支援金分
　保険料
	 25,500円
●介護分保険料
	 26,300円

　

平
成
30
年
度
の
国
民
健
康
保
険
制
度
改
革

に
よ
り
、
県
が
市
町
村
と
と
も
に
国
保
の
運

営
を
担
っ
て
い
ま
す
。
新
制
度
で
は
、
県
か

ら
示
さ
れ
た
国
保
事
業
費
納
付
金
を
県
に
対

し
て
支
払
い
、
町
の
保
険
給
付
費
の
支
払
い

に
必
要
な
費
用
は
、
全
額
県
か
ら
交
付
さ
れ

る
と
い
う
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

津
南
町
の
国
民
健
康
保
険
料
は
保
険
加
入

者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
町
の
一
般
会

計
や
国
保
基
金
か
ら
繰
り
入
れ
し
、
１
人
あ

た
り
保
険
料
を
据
え
置
い
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
医
療
の
高
度
化
に
よ
る
医
療
費
の
増

加
や
国
保
加
入
者
の
減
少
に
よ
る
保
険
料
収

入
の
減
少
、
平
成
30
年
度
か
ら
の
新
制
度
に

よ
り
国
か
ら
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
に

つ
い
て
削
減
・
廃
止
の
方
針
が
示
さ
れ
た
こ

と
や
基
金
残
高
の
減
少
に
よ
り
、
保
険
料
を

据
え
置
い
た
ま
ま
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
が

非
常
に
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
も

引
き
上
げ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

令
和
３
年
度
も
引
き
上
げ
を
お
願
い
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
１
人
当
た
り
の
年
間

保
険
料
に
つ
い
て
、
医
療
・
後
期
分
は
６
，

０
０
０
円
、
介
護
分
は
１
，
５
０
０
円
の
引

き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

　

新
制
度
に
よ
り
、
今
後
急
激
な
負
担
増
と

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
と
な
り

ま
す
。

　

引
き
続
き
財
政
の
安
定
化
に
努
め
、
保
険

料
の
引
き
上
げ
幅
を
最
小
限
に
す
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

は
、令
和
２
年
度
か
ら
据
置
き
と
な
り
ま
す
。

引
き
続
き
第
１
段
階
、
第
２
段
階
、
第
３
段

階
の
保
険
料
軽
減
を
実
施
し
、
保
険
料
を
引

き
下
げ
ま
す
。	

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま

で
の
基
準
所
得
金
額
に
つ
い
て
、第
６
段
階
、

第
７
段
階
、
第
８
段
階
、
第
９
段
階
の
境
目

と
な
る
基
準
所
得
額
が
変
更
と
な
り
ま
す
。	

　

具
体
的
な
保
険
料
額
に
つ
い
て
は
、
別
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
上
げ

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
運
営
す
る
た
め

の
費
用
は
、
公
費
負
担
の
ほ
か
、
被
保
険
者

の
納
め
る
保
険
料
と
若
い
世
代
か
ら
の
支
援

金
に
よ
り
賄
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
々
、
１
人
あ
た
り
の
医
療
費
が
増
加
す

る
中
で
、
高
齢
者
人
口
の
拡
大
に
よ
り
、
若

い
世
代
か
ら
の
支
援
金
の
割
合
は
縮
小
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
保
険
料
率
で
は
財
源

不
足
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
２
年

度
か
ら
保
険
料
率
の
引
き
上
げ
を
行
っ
て

い
ま
す
。

■
保
険
料
の
決
ま
り
方
（
年
額
）

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者
が
等
し
く
負
担
す

る
「
均
等
割
額
」
と
被
保
険
者
の
所
得
に
応

じ
て
負
担
す
る
「
所
得
割
額
」
の
合
計
で
す
。

前
年
中
の
総
所
得
金
額
等
や
世
帯
の
所
得
状

況
に
よ
り
、
個
人
単
位
で
賦
課
し
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

（
次
の
①
か
ら
④
の
全
て
に
該
当
す
る
か
た
）

①
国
民
健
康
保
険
制
度
お
よ
び
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
加
入
者

②
勤
め
先
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い

る
か
た
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
ま
た
は
発
熱
等
の
症
状
が
あ
り
感
染
が

疑
わ
れ
る
か
た

③
感
染
ま
た
は
感
染
の
疑
い
に
よ
り
、
そ
の

療
養
の
た
め
に
労
務
に
服
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
そ
の
期
間
が
３
日
間
を
超
え
る

か
た

④
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
に
対
す
る
給

与
の
支
払
い
を
受
け
ら
れ
な
い
か
た
（
期

間
中
に
給
与
の
一
部
の
支
払
い
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
で
、
そ
の
給
与
の
額

が
傷
病
手
当
金
の
額
よ
り
も
少
な
い
場
合

は
、
そ
の
差
額
を
支
給
し
ま
す
。）

■
対
象
期
間

　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で

の
間
で
、
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
期
間

（
た
だ
し
、
入
院
が
継
続
す
る
場
合
等
は
最

長
１
年
６
か
月
間
ま
で
）

※
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

状
況
に
よ
っ
て
延
長
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
手
続
き
・
申
請
場
所

　

対
象
に
該
当
す
る
か
た
は
、
所
定
の
申
請

書
（
４
枚
。
本
人
が
記
入
す
る
だ
け
で
な

く
、
勤
め
先
、
療
養
に
か
か
っ
た
医
療
機
関

か
ら
も
記
入
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
）

を
、
福
祉
保
健
課
保
険
班
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
者
等
を
対
象
と
し
た

傷
病
手
当
金
を
支
給
し
ま
す

＝＋

年間保険料額
※ 100 円未満切捨

（限度額 64 万円）
1 人当たりの保険料賦
課 限 度 額 は、 令 和 2
年度以降 62 万円から
64 万円に引き上げと
なります

平成30・令和元年度

保険料率
令和2・3年度

保険料率

均等割額
36,900円

均等割額
40,400円

所得割率
7.40％

所得割率
7.84％

所得割額
（前年中の総所得金額等－基礎控除額 43 万円）

×所得割率 7.84％

均等割額
1 人当たり　40,400 円

支
給
額

＝×

１日当たりの
支給額

支給対象と
なる日数

労務に服することがで
きない期間のうち就労
を予定していた日数
※当該期間の初日から３日間

で就労を予定していた日数
は除く

（直近の継続した３か
月の給与収入の合計額
÷就労日数）×２／３
※期末勤勉手当（賞与）は除く
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日付 1 日の
降雪量

累計
降雪量

積雪量
（午前 9 時）

3/2 - 1,456 206 
3/3 12 1,468 206 
3/4 - 1,468 204 
3/5 - 1,468 198 
3/6 - 1,468 195
3/7 1 1,469 190 
3/8 - 1,469 186 
3/9 - 1,469 182

3/10 - 1,469 178 
3/11 - 1,469 176 
3/12 - 1,469 174 
3/13 - 1,469 171 
3/14 - 1,469 168 
3/15 - 1,469 166 
3/16 - 1,469 158 
3/17 - 1,469 154 
3/18 - 1,469 151 
3/19 - 1,469 148 
3/20 - 1,469 144 
3/21 - 1,469 140 
3/22 - 1,469 120 
3/23 0 1,469 115 
3/24 - 1,469 108 
3/25 - 1,469 103 
3/26 - 1,469 97 
3/27 - 1,469 94 
3/28 - 1,469 85 
3/29 - 1,469 80 
3/30 - 1,469 74 
3/31 - 1,469 66 
4/1 - 1,469 52 
4/2 - 1,469 42 
4/3 - 1,469 34 
4/4 - 1,469 26 
4/5 - 1,469 16 
4/6 - 1,469 8 
4/7 - 1,469 2 
4/8 消雪日

こ
の
冬
を
振
り
返
る

今
年
は
12
月
に
降
雪
量
の
多
い
日
が
続
き
、最
高
積

雪
は
昨
年
の
３
倍
近
い
２
６
４㎝
で
し
た
。晴
れ
間
が

見
え
な
が
ら
も
降
る
日
の
降
雪
が
多
い
冬
で
し
た
。

積雪量とは？
「初雪」から「消雪」まで一貫して一つの積雪計で測ります。

また雪自体の重みにより降雪時も嵩が減る可能性があります。

「累計」降雪量とは？
あまり聞き慣れない「累計降雪量」ですが、初雪からの降雪量
をもとに解けて消えた分も含め足し上げた降雪量です。

1日(24時間)で降った量を計測します。
役場の観測所では、9時12時15時の３回測り合計しています。

一日の降雪量とは？

日付 1 日の
降雪量

累計
降雪量

積雪量
（午前 9 時）

12/14 2 2 2 
12/15 68 70 64 
12/16 98 168 122 
12/17 78 246 164 
12/18 24 270 154 
12/19 40 310 165 
12/20 78 388 175 
12/21 45 433 196 
12/22 6 439 182 
12/23 - 439 166 
12/24 - 439 154 
12/25 2 441 144 
12/26 34 475 150 
12/27 1 476 135 
12/28 - 476 126 
12/29 - 476 120 
12/30 - 476 108 
12/31 33 509 130 

1/1 63 572 182 
1/2 42 614 190 
1/3 19 633 195 
1/4 2 635 180 
1/5 0 635 168 
1/6 4 639 164 
1/7 - 639 164 
1/8 96 735 232 
1/9 65 800 256 

1/10 45 845 254 
1/11 36 881 259 
1/12 - 881 246 
1/13 0 881 230 
1/14 - 881 216 
1/15 - 881 196 
1/16 - 881 180 
1/17 10 891 186 
1/18 1 892 180 
1/19 26 918 200 
1/20 22 940 212 
1/21 - 940 200 

日付 1 日の
降雪量

累計
降雪量

積雪量
（午前 9 時）

1/22 - 940 194 
1/23 - 940 178 
1/24 - 940 174
1/25 - 940 170
1/26 - 940 167 
1/27 - 940 164 
1/28 - 940 160 
1/29 0 940 158 
1/30 66 1,006 210 
1/31 46 1,052 226 
2/1 15 1,067 226 
2/2 - 1,067 202 
2/3 30 1,097 200 
2/4 24 1,121 216 
2/5 62 1,183 256 
2/6 - 1,183 238 
2/7 - 1,183 220 
2/8 26 1,209 230 
2/9 46 1,255 254 

2/10 28 1,283 260 
2/11 - 1,283 230 
2/12 - 1,283 216 
2/13 - 1,283 213 
2/14 - 1,283 210 
2/15 - 1,283 197 
2/16 2 1,285 196 
2/17 20 1,305 216 
2/18 48 1,353 254 

2/19
38 1,391 264 

2/20 0 1,391 244 
2/21 - 1,391 220 
2/22 - 1,391 210 
2/23 2 1,393 206 
2/24 30 1,423 234 
2/25 28 1,451 248 
2/26 - 1,451 228 
2/27 5 1,456 230 
2/28 - 1,456 220 
3/1 - 1,456 216 

津南町役場観測所の降積雪量

この冬の最高積雪

※１日の降雪量・積雪量のうち
　「 - 」：降雪・積雪がなかった日
　「 0 」：降雪・積雪があったが 1㎝未満の日
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農
業
の

知
識

豆

■お問い合わせ　農林振興課農林班　℡：765-3115

　

田
植
え
を
始
め
と
し
た
農
作
業
が
本
格

化
し
、
共
同
作
業
な
ど
多
く
の
人
が
集
ま

る
機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
主
要

な
感
染
経
路
は
、
飛
沫
感
染
と
接
触
感
染

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

３
密
を
回
避
す
る
と
と
も
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
徹
底

し
、感
染
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

こ
ま
め
な
水
分
補
給
や
休
憩
等
に
よ
り

熱
中
症
の
発
生
に
つ
い
て
も
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

農
作
業
時
の

　
　

主
な
感
染
防
止
対
策
（
例
）

〇
マ
ス
ク
を
着
用

（
複
数
で
の
作
業
や
車
で
の
移
動
等
の

場
合
は
徹
底
）

〇
こ
ま
め
な
手
洗
い
・
手
指
の
消
毒
、
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
実
施

〇
人
と
の
間
隔
は
で
き
る
だ
け
２
メ
ー
ト

ル
を
目
安
に
（
最
低
１
メ
ー
ト
ル
）
適

切
な
距
離
の
確
保

〇
屋
内
で
作
業
す
る
場
合
の
換
気

〇
飲
食
を
伴
う
会
合
は
、
特
に
人
数
を
絞

り
、
短
時
間
で
実
施

〇
手
指
が
触
れ
る
箇
所
や
共
有
物
等
の

消
毒

〇
気
が
緩
む
昼
食
時
や
休
憩
時
も
注
意

〇
体
温
測
定
な
ど
に
よ
る
体
調
管
理
を

徹
底

〇
発
熱
や
体
調
が
悪
い
と
感
じ
た
ら
、
早

め
の
受
診
・
検
査
を
徹
底

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　

感
染
防
止
の
徹
底

～
昼
食
時
・
休
憩
時
等
の
気
の
緩
み
に
も
注
意
～

　

三
箇
地
区
担
当
の
川
村
で
す
。

　

最
近
の
活
動
と
し
て
は
、世
間
が
感
染

症
に
よ
り
予
測
不
可
能
な
状
況
で
、以
前

の
よ
う
に
移
住
ツ
ア
ー
な
ど
を
積
極
的
に

は
行
う
の
は
容
易
で
は
な
い
今
日
こ
の
頃

で
す
。で
す
の
で
、花
い
っ
ぱ
い
事
業
に
申
請

を
し
、三
箇
小
学
校
の
花
壇
に
お
花
を
植

え
る
緑
化
運
動
に
参
加
し
た
り
、ま
た
、校

内
の
手
つ
か
ず
の
ま
ま
だ
っ
た
部
屋
の
整
理

整
頓
を
し
た
り
と
、将
来
的
に
人
を
迎
え

る
準
備
の
作
業
に
時
間
を
充
て
な
が
ら
過

ご
し
て
い
ま
す
。今
月
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
記

事
を
書
い
て
い
る
の
が
4
月
の
下
旬
だ
っ
た

の
で『
私
の
見
つ
け
た
春
』に
つ
い
て
お
便
り

を
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ブ
ナ
が
芽
吹
き
、日
に
日
に
山
の
緑
が
強

く
な
っ
て
い
く
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
住
む
地
域
に
も
集
落
で
管
理
し
て
い

る
山
が
あ
り
、休
み
の
日
に
散
歩
が
て
ら
歩

き
に
行
っ
て
み
ま
し
た
。山
菜
を
少
し
摘
み

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
い
る
と
紫
色
の
カ

タ
ク
リ
が
群
生
し
て
い
る
場
所
な
ど
も
あ
り
、

お
花
の
可
愛
ら
し
い
姿
が
印
象
的
で『
あ
ら
、

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
！
』と
見
つ
け
て
は
嬉
し

く
な
り
ま
し
た
。3
時
間
歩
い
て
、歩
数
は

1
0
0
0
0
歩
だ
っ
た
の
で
い
い
運
動
で
す
。

　

山
に
は
い
ろ
い
ろ
な
山
菜
が
あ
る
の
で
す

が
、最
近
の
私
に
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
木
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

芽
や
葉
が
食
用
に
見
え
て
き
て
し
ま
い
、先

日
は
食
用
で
は
な
い
野
草
も
食
べ
て
し
ま
い

ま
し
た
。具
体
的
に
言
う
と
、ア
ジ
サ
イ
の
木

の
芽
で
す
ら
美
味
し
そ
う
に
思
え
て
く
る
の

で
す
が
、ア
ジ
サ
イ
の
木
の
芽
は
有
害
な
物

質
が
含
ま
れ
て
い
る
と
近
所
の
人
に
教
え
て

も
ら
い
、私
は
一
命
を
取
り
留
め
ま
し
た
。や

は
り
、正
し
い
知
識
が
な
い
と
危
な
い
こ
と

に
気
づ
き
、近
日
、野
草
の
本
を
買
お
う
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、4
月
の
中
旬
に
春
の
植
物
で
化
粧

水
を
作
っ
て
み
よ
う
と
思
い
、苗
場
山
の
純

米
酒
に
、す
ぎ
な
、よ
も
ぎ
、つ
ば
き
の
花
び

ら
、ヨ
モ
ギ
を
漬
け
込
ん
で
エ
ッ
セ
ン
ス
を
自

作
中
で
す
。

　

2
週
間
ほ
ど
つ
け
た
エ
キ
ス
を
、精
製
水

な
ど
と
混
ぜ
る
と
化
粧
水
が
で
き
る
よ
う

で
す
。レ
シ
ピ
に
は
1
週
間
で
使
い
切
る
分

だ
け
少
し
ず
つ
作
り
、保
管
は
冷
蔵
庫
と
書

い
て
あ
り
、従
来
薬
局
等
で
購
入
し
て
い
た

肌
に
塗
布
す
る
液
体
は
、や
け
に
使
用
期
限

が
長
い
の
で『
肌
に
塗
布
す
る
も
の
も
、や
っ

ぱ
り
生
き
物
な
の
だ
な
～
』と
、新
た
な
気

づ
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
感
じ
で
春
の
自
然
の
恵
み
を

お
裾
分
け
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、豊
か
な
野

山
の
恩
恵
に
感
謝
し
て
い
る
日
々
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。
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※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『スポーツ産業論 Understanding the
　Sport INDUSTRY 第７版』	……………杏

あん

林
りん

書院
●『運も実力のうち　能力主義は正義か？』
 ………………………………………………………………………………………学陽書房
●『日韓の歴史をたどる　支配と抑圧、朝鮮蔑

視観の実相』	……………………………………………新日本出版社
●『腰痛は１分お腹を押しなさい！』
	 ………………………………………………………………………………………あさ出版
●『冬華』	 ……………………………………………………………………大

おお

倉
くら

崇
たか

裕
ひろ

●『曲亭の家』	 …………………………………………………………西
さい

條
じょう

奈
な

加
か

●『白鯨　MOBY－DICK』	 …………………………… 夢
ゆめ

枕
まくら

獏
ばく

●『出家』	 ……………………………………………………………………中
なか

島
じま

健
けん

二
じ

【子どもの本】 
●『おとなを動かす悩み相談クエスト
　子供６法NEXT』	 ……………………………………………… 小学館
●『見つけ隊と燃える小屋のなぞ　五人と一匹

見つけ隊』	 ……………………………………………………………早川書房
●『サブステナブル・ビーチ』	 …………………小

こ

手
で

鞠
まり

るい
●『ろくぶんの、ナナ』……………………………林けんじろう

【絵本】 
●『ともだちいっしゅうかん』	…………………降

ふる

矢
や

なな
●『にんきもののいちねんせい』
	 …………………………………………………………………… つちだのぶこえ
●『すーは〜』	 ……………………………………………………………… u

う め こ

meko
●『おやすみ』	 ……………………………………………………石

いし

黒
ぐろ

亜
あ

矢
や

子
こ

　

行
く
春
を
惜
し
み
な
が
ら
も
、爽
や

か
な
初
夏
の
気
候
を
楽
し
む
毎
日
と
な

り
ま
し
た
。皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
？

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
っ
て
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も
あ
ま

り
外
出
の
で
き
な
い
我
慢
の
日
々
が
続

い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。そ
ん
な
時
こ
そ

お
家
で
読
書
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。そ

の
際
に
は
ぜ
ひ
公
民
館
図
書
室
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

 

・
・
・
図
書
担
当
が

　
　
　
　

変
わ
り
ま
し
た
・
・
・

　

４
月
か
ら
津
南
町
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
班
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
風
巻　

光

（
か
ざ
ま
き　

ひ
か
る
）が
、新
し
く
図

書
の
担
当
と
な
り
ま
し
た
。

　

出
身
は
津
南
町
で
地
元
に
貢
献
し
た

い
と
い
う
思
い
で
入
庁
し
ま
し
た
。学
生

時
代
は
津
南
中
等
で
陸
上
競
技
、大
学

で
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
や
っ
て

い
ま
し
た
。専
攻
は
ス
ポ
ー
ツ
健
康
を
は

じ
め
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
系
で
す
。バ
リ
バ

リ
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
し
た
の
で
図
書

の
知
識
は
た
だ
い
ま
勉
強
中
で
あ
り
、こ

れ
か
ら
自
身
の
興
味
の
あ
る
本
も
読
ん

で
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
で
は
あ
り
ま
す
が
学
生
時

代
に
培
っ
た
体
力
と
、爽
や
か
な
挨
拶
で

ご
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
・
・
本
棚
の
増
設
・
・
・

　

４
月
に
奥
の
窓
際
に
新
し
く
本
棚
を

増
設
し
た
の
に
気
付
き
ま
し
た
か
？
こ

れ
に
よ
っ
て
ま
た
本
を
追
加
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。ニ
ー
ズ
の
多
い
小
説

コ
ー
ナ
ー
に
こ
れ
か
ら
も
新
刊
を
毎
月

追
加
し
て
い
き
ま
す
の
で
、お
楽
し
み
に

お
待
ち
く
だ
さ
い
。

・
・
・
お
知
ら
せ
・
・
・

　

津
南
町
公
民
館
の
一
階
ホ
ー
ル
は
た

だ
い
ま
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
会
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

図
書
室
は
通
常
通
り
開
室
し
て
お
り
ま

す
の
で
気
兼
ね
な
く
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

　

ま
た
、駐
車
場
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

時
間
帯
に
よ
っ
て
は
混
雑
い
た
し
ま
す

こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。皆
様
の
ご

利
用
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お

り
ま
す
。

■
休
館
日　

５
月
31
日
㈪
、６
月
28
日
㈪

ヴィクトリアン・ホテル

　伝統ある超高級ホテル「ヴィクトリアン・ホ
テル」はその歴史にいったん幕を下ろす。ホ
テルを訪れた宿泊客それぞれの運命の行方は
どうなることか？エンターテイメント極める感動
の長編ホテルミステリー小説です。

下
しも

村
むら

敦
あつ

史
し

広報ライブラリー
今月の１冊

５月 −皐
さ

月
つ き

−

5月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

砂
丘

蜜み
つ

求も
と

め
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
ら
が
次つ

ぎ

々つ
ぎ

に

花は
な

畑ば
た
け

に
来き

て
花は

な

か
ら
花は

な

へ	

北
村
ま
さ
子

軒の
き

下し
た

に
置お

い
た
満ま

ん

開か
い

の
ペ
チ
ュ
ニ
ア
の

花は
な

に
点て

ん

点て
ん

と
雨あ

め

の
汚し

点み

つ
く	

小
島
香
代
子

草く
さ

取と

り
つ
つ
土つ

ち

の
匂に

お

い
が
懐な

つ

か
し
く

手て

袋ぶ
く
ろ

は
ず
し
土つ

ち

に
触ふ

れ
た
り	

江
村
大
輔

朝あ
さ

露つ
ゆ

に
濡ぬ

れ
た
る
路ろ

地じ

を
歩あ

ゆ

み
行ゆ

く

足あ
し

元も
と

に
藍あ

い

の
露つ

ゆ

草く
さ

咲さ

け
り	
津
端
恵
子

田た

に
映う

つ

る
三さ

ん

輪り
ん

車し
ゃ

の
子こ

の
影か

げ

赤あ
か

く

祖そ

父ふ

は
う
し
ろ
を
従つ

い
て
ゆ
く
な
り	

貝
澤
圭
子

窓ま
ど

際ぎ
わ

に
一い

ち

輪り
ん

さ
せ
る
水す

い

仙せ
ん

の

ラ
ッ
パ
の
中な

か

で
光ひ

か
り

揺ゆ
ら

げ
り	

関
谷
郁
子

青あ
お

み
だ
け
の
冬ふ

ゆ

野や

菜さ
い

買か

ひい

戻も
ど

り
来き

ぬ

友と
も

の
作つ

く

れ
る
ア
ス
パ
ラ
恋こ

ひい

つ
つ	

恩
田
久
美
子

欠け
つ

株か
ぶ

の
植う

え
直な

お

し
な
ど
気き

に
せ
ず
に

あ
っ
ち
こ
っ
ち
に
苗な

え

を
植う

え
た
り
（
４
歳
の
孫
の
田
植
え
）

	

丸
山
直
子

寒さ
む

さそ

う
な
父ち

ち

の
仏ぶ

つ

壇だ
ん

陽ひ

の
ひ
か
り

こ
ぼ
れ
る
やよ

う
に
ミ
モ
ザ
飾か

ざ

り
ぬ	

小
野
寺
恒
代

岩
す
げ
俳
句
会
（
四
月
）

段だ
ん

丘き
う

の
壁か

べ

押お

し
狂く

る

ふ
雪ゆ

き

解げ

川が
は	

芳　

司

茹ゆ

で
卵た

ま
ご

小こ

鍋な
べ

に
二ふ

た

つ
春は

る

立た

て
り	

れ
い
子

残ざ
ん

雪せ
つ

に
農の

う

機き

具ぐ

展て
ん

の
幟の

ぼ
り

立た

つ	

房　

良

ス
ー
パ
ー
の
浅あ

さ

蜊り

動う
ご

い
て
足あ

し

止と

め
る	

渡　

舟

黙も
く

礼れ
い

で
弔て

う

問も
ん

済す

ま
す
余よ

寒か
ん

か
な	

千
年
雄

蕗ふ
き

味み

噌そ

や
雄お

花ば
な

雌め

花ば
な

も
混ま

じ
り
合あ

ひ	

壽　

子

枝え
だ

折お

れ
を
晒さ

ら

し
て
巨き

ょ

木ぼ
く

芽め

吹ぶ

き
待ま

つ	

美　

恵

春は
る

の
雨あ

め

屋や

根ね

裏う
ら

部べ

屋や

の
壺こ

中ち
ゅ
う

天て
ん	

守　

人

道み
ち

の
端は

た

排は
い

気き

に
汚よ

ご

れ
雪ゆ

き

残の
こ

る	

妙　

春し
ゅ
ん

陰い
ん

や
認に

ん

知ち

検け
ん

査さ

を
黙も

く

々も
く

と	

フ
ミ
子

雪ゆ
き

国ぐ
に

に
舞ぶ

台た
い

装そ
う

置ち

の
如ご

と

く
春は

る	

緑　

廃は
い

校こ
う

の
グ
ラ
ン
ド
囲か

こ

む
記き

念ね
ん

樹じ
ゅ

の

八や

重え

の
桜さ

く
ら

に
た
ど
り
着つ

き
た
り	

高
橋
春
枝

見み

渡わ
た

せ
る
限か

ぎ

り
の
青あ

お

葉ば

に
囲か

こ

ま
れ
る

郷き
ょ
う

土ど

の
四し

季き

の
移う

つ

ろ
ひい

賞め

で
て	

内
山
キ
ク

根こ
ん

気き

良よ

く
栗く

り

の
皮か

わ

剥む

く
わ
れ
の
手て

に

良よ

く
馴な

染じ

み
た
り
「
ク
リ
ク
リ
坊ぼ

う

主ず

」（
栗
の
皮
剥
く
道
具
）

	

麻
績
初
恵

悲か
な

し
み
を
ぐ
っ
と
堪こ

ら

へえ

て
淡た

ん

淡た
ん

と

電で
ん

話わ

の
向む

かこ

う
の
友と

も

は
語か

た

り
ぬ	

滝
沢
勝
枝

近ち
か

く
に
あ
る
手て

鏡か
が
み

と
り
て
笑え

顔が
お

な
き

愛あ
い

想そ
う

な
き
顔か

お

を
の
ぞ
き
見み

て
い
る	

風
巻
京
子

指し

揮き

棒ぼ
う

に
合あ

はわ

せ
ゐい

る
ご
と
蛙か

わ
ず

鳴な

き

代し
ろ

搔か

き
し
田た

に
風か

ぜ

渡わ
た

り
ゆ
く	

鈴
木
綾
子

飛ひ

雨う

の
痕あ

と

掠か
す

れ
て
残の

こ

る
八は

ち

階か
い

の

窓ま
ど

全ぜ
ん

面め
ん

は
青あ

お

空ぞ
ら

の
中な

か
（
新
潟
大
学
病
院
）	

萩
原
光
之

長
生
学
園

今こ

年と
し

よ
り
子こ

等ら

に
ま
か
せ
し
畑は

た

作さ
く

の

畝う
ね

太ふ
と

々ぶ
と

と
嫁よ

め

が
仕し

上あ

げ
ぬ	
中
村
武
子

「
お
ち
ょ
や
ん
」
の
ド
ラ
マ
も
最さ

い

終し
ゅ
う

盤ば
ん

と
な
り

食し
ょ
く

事じ

の
あ
と
を
テ
レ
ビ
に
対む

か

ふ	

島
田
眞
之
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４
月
か
ら
津
南
病
院
で
勤
務
を
始
め
、は

や
１
か
月
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。４
月
の

初
旬
は
次
第
に
暖
か
く
な
る
中
で
、雪
解
け

水
を
た
た
え
た
信
濃
川
の
流
れ
、山
々
の
眺

め
が
美
し
く
、現
在
は
山
々
が
新
緑
で
輝
き
、

こ
の
自
然
美
し
い
津
南
で
１
年
間
働
く
こ
と

を
非
常
に
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

津
南
病
院
は
地
域
の
か
た
が
た
の
か
か
り

つ
け
病
院
と
し
て
の
機
能
を
持
ち
、外
来
診
療

か
ら
病
棟
で
の
入
院
加
療
ま
で
対
応
し
て
お
り
、

通
院
の
難
し
い
患
者
さ
ん
に
対
し
て
は
訪
問

診
療
な
ど
も
可
能
な
体
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
自
身
は
総
合
診
療
と
い
う
分
野
を
勉
強

し
て
お
り
、地
域
の
中
で
健
康
に
過
ご
す
た
め

に
、人
間
ド
ッ
ク
で
の
早
期
異
常
発
見
、外
来

で
の
経
過
観
察
や
治
療
、体
調
が
悪
く
な
っ
た

場
合
は
入
院
加
療
を
行
い
、通
院
が
難
し
い

場
合
は
訪
問
診
療
を
導
入
し
、自
宅
で
安
全

に
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
な
体
制
が
整
っ

て
い
る
津
南
病
院
で
の
研
修
を
希
望
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

週
３
回（
月
・
木
・
金　

午
前
）外
来
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。も
し
体
調
に
不
安

な
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
受

診
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

＜実施された行事＞
〔4月〕
	 20日	 全員協議会
	 21日	 長生学園開園式（議長）
	 23日	 第３回臨時会
	 23日	 津南町学術文化・スポーツ
	 	 奨励賞表彰式（議長）
	 26日	 所管事業令和２年度成果巡視
	 	 （産業建設常任委員会）
〔5月〕
	 3日	 津南町成人式
	 	（オンライン開催・議長）
	 7日	 全員協議会

＜今後予定されている行事＞
〔5月〕
	 28日	 津南地域衛生施設組合臨時
	 	 議会（議長・組合議会議員）
〔6月〕
	 3日	 一般質問〆切日（午後３時）
	 8日	 議会運営委員会
	 8日	 全員協議会
	 11日	 県町村議会議長会令和３年度
	 	 第１回臨時総会(議長)
	 16日	 第２回定例会開会

　前月までに100日運動カードを提出いただいた
かたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

健康体力づくり100日運動

	6900日	藤ノ木キミ（堂平）
	2500日	石橋俊治（割野）
	1600日	城澤作義（小下里）、涌井和子（割野）
	 500日	瀧沢京子（押付）
	 100日	髙野善子（正面）

主な運動：ラジオ体操、健骨体操、ストレッチ、ウォーキング他

病
院
歳
時
記

　

全
国
各
地
で
、「
日
本
年
金
機
構
」

や
「
社
会
保
険
庁
」「
厚
生
労
働
省
」

な
ど
の
職
員
と
称
し
て
、
現
金
を
だ
ま

し
取
っ
た
り
、
銀
行
口
座
番
号
や
家
族

構
成
、
預
貯
金
額
を
聞
く
な
ど
、
不

審
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た
と
い
う
お

問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
年
金
関
係
の
書
類
を
配
達

で
き
な
い
」
な
ど
と
言
っ
て
、
運
送
会

社
を
名
乗
り
、
職
業
や
会
社
名
な
ど

の
情
報
を
入
手
し
よ
う
と
す
る
電
話

が
あ
っ
た
と
い
う
お
問
い
合
わ
せ
も
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
職
員
及
び
委
託
業

者
が
訪
問
す
る
際
は
、
必
ず
写
真
つ

き
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
、
お
客
様

に
提
示
し
て
い
ま
す
。

津
南
病
院
に
赴
任
し
て内

科
　
大
庭
好
弘

　

な
お
、
委
託
事
業
者
の
訪
問
員
が

現
金
を
お
預
か
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

不
審
に
感
じ
た
ら
、
で
き
る
だ
け
一

人
で
対
応
せ
ず
、
相
手
の
名
前
や
所

属
、
用
件
を
聞
い
て
、
メ
モ
を
控
え
て

家
族
等
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

怪
し
い
な
と
感
じ
た
ら
、
口
座
番

号
等
の
個
人
情
報
を
話
し
た
り
、
現

金
を
支
払
っ
た
り
、
振
込
を
せ
ず
、
お

近
く
の
年
金
事
務
所
ま
た
は
役
場
や

警
察
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
２

・
税
務
町
民
課 

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

日
本
年
金
機
構
職
員
等
を

装
っ
た
不
審
電
話
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

年
金
コ
ー

   

ナ
ー

議会コーナー
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商
品
名

　

山
麓
サ
ブ
レ
（
㈲
松
屋
）

商
品
名

　

あ
ん
ぼ
（
㈱
さ
か
え
）

　
苗
場
山
は
、
お
よ
そ
30
万
年
前
に
噴
火
し

溶
岩
を
流
し
ま
し
た
。
そ
の
溶
岩
は
、
安
山

岩
と
呼
ば
れ
る
石
で
す
。
こ
の
安
山
岩
を
薄

く
削
っ
て
顕
微
鏡
で
見
る
と
灰
黒
色
で
様
々

な
鉱
物
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
斜
長
石
や
ガ

ラ
ス
、
輝
石
、
鉄
鉱
石
の
斑
晶
で
構
成
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
山
麓
サ
ブ
レ
は
、
こ
の
苗
場
山
の
溶
岩
を

顕
微
鏡
で
見
た
と
き
の
様
子
を
焼
き
菓
子
で

表
現
し
ま
し
た
。
黒
糖
ク
ッ
キ
ー
生
地
の

ベ
ー
ス
に
ア
ー
モ
ン
ド
ス
ラ
イ
ス
で
斜
長
石

を
表
現
し
て
い
ま
す
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
も
苗

場
山
の
山
頂
湿
原
を
描
い
て
い
ま
す
。

　「
あ
ん
ぼ
」
は
、
苗
場
山
麓
で
稲
作
が
盛

ん
で
な
か
っ
た
時
代
か
ら
食
べ
ら
れ
て
き
た

伝
統
食
で
す
。
当
時
は
、
稗
、
粟
、
そ
ば
、

栃
の
実
な
ど
の
雑
穀
や
木
の
実
を
皮
に
用

い
、
そ
の
時
に
採
れ
る
野
菜
を
味
噌
な
ど
で

味
付
け
し
て
中
の
餡
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
伝
統
食
に
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
、
皮
に

は
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
粉
、
中
の
餡
は
、
野
沢
菜

や
キ
ノ
コ
、
小
豆
餡
を
入
れ
た
商
品
に
し
て

い
ま
す
。
若
者
む
け
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
等
を

入
れ
た
商
品
も
限
定
で
生
産
し
て
い
ま
す
。

特
産
品
紹
介

「
大
地
の
た
か
ら
も
の
」
⑥

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
（
な
じ
ょ
も
ん
）

　

℡
７
６
５
‐
１
６
０
０

　

観
光
地
域
づ
く
り
課

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク 

認
定
商
品

　

Ｔ
ａ
ｐ
は
平
成
28
年
度
か
ら
令
和
２
年
度

ま
で
の
５
年
間
、津
南
町
健
康
増
進
施
設（
ク

ア
ハ
ウ
ス
津
南
）の
指
定
管
理
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

今
回
、令
和
３
年
度
４
月
か
ら
７
年
度
ま

で
の
５
年
間
も
Ｔ
ａ
ｐ
が
指
定
管
理
者
と
な

り
ま
し
た
。津
南
町
健
康
増
進
施
設
が
町
民

の
皆
様
の
多
目
的
な
保
養
と
健
康
増
進
の
場

と
し
て
、健
康
と
福
祉
の
一
層
の
増
進
と
な

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

気
持
ち
の
良
い
春

と
な
り
何
か
新
し
い

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
い
と
思
っ
て
い

る
か
た
、是
非
一
度
、

津
南
町
健
康
増
進
施

設
に
足
を
運
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

　

Ｔ
ａ
ｐ
で
は
、年
２
回
登
山
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
ま
す
。今
回
は
津
南
町
在
住
・

在
勤
者
限
定
で
小
赤
沢
ル
ー
ト
か
ら
苗
場
山

山
頂
を
目
指
し
ま
す
。清
々
し
い
山
の
中
で
、

今
し
か
見
ら
れ
な
い
最
高
の
景
色
を
一
緒
に

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

■
日　

時

　

６
月
19
日
㈯　

午
前
６
時
30
分	

役
場
集
合

■
対　

象

　

津
南
町
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の
男
女

■
参
加
費

　

Ｔ
ａ
ｐ
会
員　

２
，０
０
０
円

　

非
会
員　
　
　

３
，０
０
０
円

■
定　

員

　

10
名　

※
定
員
に
な
り
次
第
〆
切
り

■
お
申
し
込
み

　

６
月
14
日
㈪
ま
で
に
Ｔ
ａ
ｐ
事
務
局

■
そ
の
他

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
や
雪
ど
け
の
状
況
等

に
よ
っ
て
中
止
ま
た
は
場
所
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

津
南
町
健
康
増
進
施
設

　
　
　
　
指
定
管
理
を
継
続
し
ま
す

T
a
p
登
山
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

お問い合わせはNPO法人Tap（町総合センター内　℡765‐5776）まで

登ったときの達成感は
何ものにもかえがたいです。

クアハウス津南へお越しください。



戸 籍 の 窓

N
ajom

on Inform
ation

■人口9,171（−19）　男4,448（−６）　女4,723（−13）

■世帯数3,485（＋６）　■転入／ 23　■転出／ 29　■出生／３　■死亡／ 16　■婚姻／０５月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●春季企画展　「中井菜央写真展
　破れる風景/landscape fragment」
　会　期：4月24日㈯～6月13日㈰
　入場料：無料
　写真家 中井菜央 氏による「雪」をモ

チーフにした作品展です。

<トークイベント>
　日　時：6月12日㈯　13：00～
　中井菜央 氏・田附勝 氏（写真家）・佐藤雅一 氏（津南町教育

委員会）、異分野の3人がそれぞれに思う「時間」について語

ります。

●苗場山麓ぶらり旅～外丸地区～
　日　時：6月6日㈰　9：00～ 12：00
　体験料：無料　　対　象：小学3年生～大人
　集合場所:旧外丸小学校
　苗場山麓ジオパーク推進室の佐藤雅一さんととも

に津南町外丸地区を歩きます。

●苗場山麓ジオパークガイドブック実践編
　持ち歩き容易なA5判の小冊子『苗場山麓ジオパーク

ガイドブック実践編』を作成しています。

　「石落しコース」・「小滝・四ツ廻りコース」・「笹葉峰大

崩壊コース」・「中条川崩壊コース」に加え、「結東の石垣

田〜逆巻の川原と猿飛橋コース」・「切明温泉の源泉湧

出点とその周辺コース」の2冊が発行されました。

　バインダーは1冊500円、実践編各コースは1冊250円（6冊まとめて購入す

ると1,350円）で販売しています。

●『苗場山麓ジオパーク研究集録』第3号
　刊行のお知らせ
　苗場山麓ジオパークの学術奨励事業の報告、大地・自然・

歴史文化にかかわる論文などを掲載したものです。

1冊1,000円でお買い求めいただけます。

中井菜央 氏

『苗場山麓ジオパーク
研究集録』 第3号

ガイドブック実践編

苗場山麓ぶらり旅

北村　　育
いく

（上段）	 要人さん
	 知子さん

冨沢　孝之さん	 （52歳・谷内）

福 　フクさん	 （98歳・外丸）

根津　乕一さん	 （96歳・赤沢）

涌井　春夫さん	 （87歳・船山）

藤ノ木照元さん	 （78歳・太田新田）

山本　桂子さん	 （85歳・正面）

廣田　勝二さん	 （86歳・大割野）

桑原キヌヱさん	 （95歳・反里口）

小杉　昌弘さん	 （74歳・大割野）

風巻　富雄さん	 （58歳・大割野）

滝沢昭三郎さん	 （92歳・小島）

涌井　ヒヨさん	 （96歳・子種）

金子　サツさん	 （86歳・城原）

涌井キクヱさん	 （91歳・穴藤）

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

ど
こ
に
も
出
か
け
る
こ
と
な
く

過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。そ
ん
な
連

休
中
に
行
わ
れ
た
成
人
式
。感

染
症
予
防
の
た
め
み
ん
な
で
集

ま
っ
て
開
催
と
は
い
か
な
か
っ

た
の
が
残
念
で
し
た
が
、恩
師
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
サ
プ
ラ
イ

ズ
動
画
を
お
届
け
で
き
ま
し
た
。

自
分
の
成
人
式
か
ら
は
も
う
10

年
が
過
ぎ
、当
時
の
記
憶
も
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、ま
た
同
級

生
で
集
ま
れ
る
と
き
が
く
る
と

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

	

村
山　

拓
也

６月 【なじょもん☎ 765-5511】
日 時 プログラム 金額 対 象

5日㈯ 13:30～14:30 貝のモビール 800 低学年以上

6日㈰ 9:00～12:00 苗場山麓ぶらり旅 ～外丸地区～ 無料 中学年以上

12日㈯ 13:30～15:00 苔玉づくり 700 低学年以上

13日㈰ 10:00～12:00 本格アンギン編み ～小さなサイズのコースター～ 1,500 中学年以上

19日㈯ 19:30～21:00 ホタル観察会 500 低学年以上

20日㈰ 9:00～10:00 身近な薬草 500 低学年以上

26日㈯ 9:00～10:00 夏の自然観察会 500 低学年以上

27日㈰ 10:00～12:00 カラムシの糸撚り 1,000 中学年以上

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります
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■
編
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／

総
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課
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務
班

この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真
　

　
人
生
の
一
つ
の
節
目「
成
人
式
」。す
ば
ら

し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
新
成
人

代
表
の
お
二
人
で
す
。


